










2013年 2月 14日 : 艮陵会館　記念ホール
キュアとケアが統合された看護学体系を求めて





昭和 45年  3月　　慶応義塾大学医学部附属厚生女子学院卒業
昭和 45年  4月　　十和田市立中央病院看護婦
昭和 49年  2月　　東京都内河北病院看護婦
昭和 58年  3月　　東京女子医科大学医学部卒業
昭和 58年  6月　　弘前大学医学部附属病院第二内科医員
昭和 61年～平成 3年 3月　　弘前大学医学部関連病院にて内科医師として勤務
平成  3年  4月　　国立療養所岩木病院内科医長
平成  3年 10月　　十和田市立中央病院医療局内科長
平成  7年  4月　　山形大学医学部教授
平成  8年  9月　　弘前大学博士（医学）
平成 11年  4月　　弘前大学医療技術短期大学部看護学科教授
平成 12年 10月　　弘前大学医学部保健学科教授
平成 17年  4月　　東北大学医学部保健学科教授
　　　　　　　　　東北大学医療技術短期大学部教授
平成 20年  4月　　東北大学大学院医学系研究科教授
川原 ─ キュアとケアが統合された看護学体系を求めて 1東北医誌 125 : 1-3, 2013
― 最終講義 ―
キュアとケアが統合された看護学体系を求めて
Research on the New Nursing Theory Composed of Mixing with Medical Science
川　　原　　礼　　子
東北大学大学院医学系研究科　老年保健看護学分野




























































































































17.　その他 （死亡確認など）  5


























































V.　お わ り に
長年の現場経験から実感していることは，患者に
とって医行為は，医師が行おうが看護師が行おうが，
要は安全に提供され，速やかに安楽に導くことが問わ
れていることである．その意味では，たまたまキュア
に強いのが医師であり，ケアに強いのが看護師である
ように思える．今，なによりも患者や地域住民のため
に，キュアとケアが統合された看護学体系構築とそれ
に基づいた人材育成が急務とされる．
